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ト΢ダイάサ科ト΢ダイάサଐの越年૲。ळにग़ժしཌय़に
։Ֆする。ຊभҎೆのಓ୺やാなど೔当たりのྑいとこΖにී
௨。ී௨ではあるがどこにでもあるという૲種でもなく，結構，
ภࡏする。എৎは 20Dm くらいから 50Dm 程度。葉は，茎の
下部ではへら状でখさく互生するが，্部ではେきくྠ生状に
つく。茎௖では 5 ຕの葉がྠ生し，5 ຊの分ࢬにԫ྘৭のؙい
葉とܘ 2mm ΄どのഋ状Ֆংとݺ͹れるՖをつける。࿨໊はこ
のഋ状Ֆংを含Ή෩มわりな૲ܗをੲの౯୆にཱݟてたことに
由དྷする。

このト΢ダイάサのՖは，౯୆にཱݟてられる΄どのその࢟
と相まって，Ֆの常識を௒え，ҟ常なまでにલӴ的なのである。
どのようにલӴ的なのか。一ൠにՖは，植物の生殖׭ثであり
基ຊ的な構造を持つ。ී௨，一つのՖは，ࢬのઌのฑのઌにつ
き，中৺にࣵࣁ，そのपりに༤ࣵ，さらにそのपりをՖหや᣾
片がऔりғΉ。とこΖがト΢ダイάサは，Ֆหも᣾片もなく，
ᆵܕに༊着した૯ᣅ葉のখさなᆵの中に 1 つのࣵࣁと਺ݸの

༤ࣵを無造作に౤げࠐΜだだけ，という࢟でடংがない。しか
も౤げࠐまれたࣵࣁと༤ࣵは，それͧれが 1 の独ཱしたՖݸ
であるという。᣾片もՖหも持たない1ݸのࣁՖと਺ݸの༤Ֆ，
この複਺のՖの構造をՖংとݺͼ，ᆵの中にখさく集められた
このՖংをഋ状ՖংとݺͿ。ト΢ダイάサの஥間特有のՖংで
ある。᣾片もՖหも持たず，ࣵࣁ 1 ຊ，༤ࣵ 1 ຊが一つのՖ
というとこΖまでपりを͗࡟མしたՖ，ここまで؆素なՖはଞ
にはない。

かつて，植物進Խの౸ୡ点はキク科とラン科とされた。それは，
葉やՖや種子などの構造やܗ態などのҟಉをݩに論ٞされたの
であるが，ͻΐっとするとこのト΢ダイάサこそ，ݶۃまで無
ବをそ͗མとしたલӴ的な進Խの౸ୡ点なのかもしれない。

େきさ 2mm ΄どのԫ৭のഋ状Ֆংが౯৺，その౯৺を下か
らࢧえる 2 ʙ 3 ຕの૯ᣅ，य़には౯୆の্に΄Μのりとԫ৭
い明りを౮す。
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